
一
月
十
四
日
（
土
）
に
、

茨
城
労
連
第
70
回
評
議
員

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
評
議
員
31
名
、

委
任
状
6
名
で
時
間
通
り

開
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
評
議
員
会
は
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
、
円
安
に
よ
る
物
価
高

で
国
民
生
活
が
困
窮
す
る

中
で
、
開
催
さ
れ
た
。

し
か
し
、
岸
田
内
閣
は

国
民
生
活
の
苦
難
に
目
も

く
れ
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
を
悪
用
し
て
大
軍
拡
・

大
増
税
を
閣
議
決
定
し
、

国
会
審
議
も
し
な
い
中
で

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大

統
領
か
ら
大
軍
拡
路
線
は

絶
賛
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
国
民
春
闘
で
の

賃
上
げ
は
切
実
な
要
求
に

な
っ
て
い
る
。
全
労
連
は

労
働
組
合
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ

も
前
提
に
し
て
賃
上
げ
を

実
現
す
る
こ
と
を
提
起
し

て
い
る
。
茨
城
労
連
も
組

織
拡
大
を
進
め
な
が
ら
、

要
求
を
実
現
し
て
労
働
組

合
の
力
を
発
揮
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

（
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
労
組
）

労
働
組
合
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
最
初
に
手
が
け
た

の
は
ズ
ー
ム
の
招
待
状
だ

が
、
毎
回
招
待
状
を
送
る

の
で
は
な
く
、
ID
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
会
議
資
料
の
表

紙
に
記
載
し
、
QR
コ
ー
ド

で
入
室
で
き
る
よ
う
に
し

た
。ま

た
、
執
行
委
員
会
の

開
催
を
日
曜
日
の
8
時
か

ら
10
時
に
変
更
し
た
が
、

主
婦
が
参
加
し
や
す
い
時

間
に
し
よ
う
と
執
行
委
員

の
声
を
も
と
に
議
論
の
上

で
決
め
た
。
こ
の
変
更
で

自
分
の
時
間
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
、
家
族
と
過

ご
す
時
間
が
確
保
で
き
た

と
喜
び
の
声
が
生
ま
れ
て

い
る
。

次
年
度
は
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ

り
、
パ
ー
ト
の
執
行
委
員

が
増
え
る
よ
う
執
行
部
の

仲
間
と
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。

（
全
国
一
般
）
ト
ゥ
ル
ー

ケ
ア
裁
判
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
昨
年
出
た
地
裁
判

決
で
は
、
原
告
の
証
人
が

嘘
を
言
う
こ
と
は
考
え
ら

る
が
、
被
告
側
の
証
人
は

涙
な
が
ら
の
証
言
で
嘘
は

感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
理

由
で
敗
訴
し
た
。

原
告
は
、
地
裁
判
決
の

撤
回
を
求
め
、
高
裁
に
控

訴
し
た
。
短
期
間
の
取
り

組
み
だ
っ
た
が
、
団
体
129

筆
、
個
人
391
筆
の
署
名
が

集
ま
り
、
署
名
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

高
裁
で
は
、
証
人
喚
問

の
要
求
が
却
下
さ
れ
、
現

在
は
和
解
協
議
に
入
っ
て

い
る
。
会
社
側
か
ら
は
解

決
金
の
提
示
は
あ
る
も
の

の
、
懲
戒
解
雇
の
撤
回
に

は
難
色
を
示
し
て
い
る
。

原
告
と
し
て
は
懲
戒
解
雇

の
撤
回
が
な
け
れ
ば
和
解

し
な
い
と
た
た
か
い
を
強

化
し
て
い
る
。

和
解
が
決
裂
す
れ
ば
、

最
高
裁
に
行
く
こ
と
に
な

る
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。

（
勝
田
労
連
）
一
月
八
日

に
ひ
た
ち
な
か
文
化
会
館

で
成
人
式
宣
伝
行
動
を
行
っ

た
。
茨
城
労
連
の
岡
野
さ

ん
も
含
め
10
人
で
、
権
利

手
帳
・
茨
城
労
連
最
賃
チ

ラ
シ
・
全
労
連
「
変
え
る

リ
ー
フ
３
」
の
三
つ
を
新

成
人
の
若
者
に
配
布
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
手
渡
す
と
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

受
け
取
っ
て
く
れ
る
若
者

が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
緒
に

参
加
し
た
親
ご
さ
ん
か
ら

は
「
い
い
チ
ラ
シ
で
す
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
。

成
人
式
は
二
部
制
で
、

前
半
170
部
、
昼
食
後
の
後

半
30
部
配
布
し
、
準
備
し

た
200
部
を
全
て
ま
き
き
っ

た
。電

機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、

春
闘
ビ
ラ
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
日
立
市
内
、
ひ
た
ち
な

か
市
内
13
ヶ
所
で
配
布
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
も
回
収
し
て

い
る
。

（
県
交
労
）
ウ
オ
ー
タ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
支
部
は
、

全
国
８
労
組
が
統
一
要
求

書
を
提
出
す
る
た
め
、
2

月
21
、
22
日
に
要
求
討
議

を
行
い
、
現
在
は
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
を
集
約
中
。

昨
年
末
の
一
時
金
闘
争

で
は
、
物
価
高
騰
分
も
含

め
要
求
し
、
2.5
ヶ
月
＋
３

万
円
で
妥
結
し
た
。

（
年
金
者
組
合
）
現
在
、

年
金
者
組
合
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
補
聴
器
購
入
自

治
体
助
成
制
度
拡
充
」
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

難
聴
者
が
使
用
す
る
補

聴
器
は
数
十
万
円
か
か
る

場
合
も
あ
り
、
年
金
者
組

合
で
は
自
治
体
要
請
や
議

会
請
願
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
土
浦
市
、
水
戸

市
、
つ
く
ば
市
、
筑
西
市

で
議
会
請
願
が
採
択
さ
れ

た
。
補
助
を
行
っ
て
い
る

の
は
古
河
市
の
み
（
一
回

一
万
円
）
だ
が
、
21
年
末

に
城
里
町
長
が
実
施
を
宣

言
し
、
土
浦
市
長
が
市
独

自
の
支
援
を
指
示
し
助
成

制
度
の
創
設
を
議
会
で
確

約
す
る
な
ど
、
具
体
化
の

動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

老
人
性
難
聴
は
、
認
知

症
の
進
行
に
影
響
す
る
こ

と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
認
知
症
の
予
防

が
進
め
ば
、
市
町
村
の
医

療
費
削
減
や
高
齢
者
の
社

会
貢
献
に
も
よ
い
影
響
を

及
ぼ
す
の
は
明
ら
か
だ
。

老
人
性
難
聴
は
早
い
人

で
は
40
代
か
ら
始
ま
る
と

言
わ
れ
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
の
問
題
だ
と
捉
え

ず
、
現
役
世
代
の
労
働
者

も
問
題
意
識
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
医
労
連
）
国
立
病
院
の

全
医
労
は
、
人
勧
準
拠
の

支
給
額
を
勝
ち
取
り
、
コ

ロ
ナ
対
応
の
特
別
金
も
臨

時
職
員
へ
の
支
給
も
勝
ち

取
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
補
助
金
の
う
ち
、
活
用

し
き
れ
な
か
っ
た
分
を

「
余
っ
て
い
る
な
ら
返
せ
。

軍
事
費
に
充
て
る
」
と
露

骨
な
発
言
も
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
補
助
金
で
こ
れ

ま
で
で
き
な
か
っ
た
施
設

の
改
修
工
事
や
人
員
の
確

保
に
使
お
う
と
し
て
い
る

の
に
、
「
年
度
内
消
化
」

を
強
制
し
て
い
る
よ
う
な

や
り
方
は
許
せ
な
い
。

全
医
労
は
、
23
春
闘
で

全
国
で
一
斉
に
指
名
ス
ト

を
行
う
予
定
だ
。
国
立
の

ス
ト
ラ
イ
キ
は
40
年
ぶ
り
。

実
施
の
際
は
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

年
度
末
の
一
時
金
闘
争

は
各
組
織
と
も
一
定
の
要

求
を
実
現
で
き
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
補
助
金
が
来
年

度
以
降
ど
う
な
る
か
に
よ
っ

て
、
回
答
が
変
わ
っ
て
く

る
危
険
性
も
あ
る
。

最
後
に
署
名
の
お
願
い
。

先
ほ
ど
、
国
立
病
院
の
重

要
性
が
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

増
し
て
き
て
い
る
が
、
政

府
は
補
助
金
を
没
収
し
病

棟
も
削
減
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
国
立
病
院
を
拡
充

す
る
た
め
の
「
大
運
動
署

名
」
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
い
つ
も
お
願
い
し

て
い
る
「
医
療
介
護
を
補

充
す
る
署
名
」
も
一
緒
に

送
り
ま
す
の
で
、
集
約
を

よ
ろ
し
く
。

（
茨
高
教
組
）
茨
城
県
の

教
職
員
の
人
事
ル
ー
ル
が

今
年
か
ら
変
更
に
な
り
、
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一
月
末
に
異
動
あ
り
な
し

の
告
示
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
学
校
名
を
挙

げ
て
の
異
動
希
望
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
制
度
に
つ

い
て
管
理
職
の
誤
解
も
あ

り
、
組
合
の
存
在
意
義
が

高
ま
っ
て
い
る
。

職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
人
事
評
価
に
つ
い
て

も
組
合
で
交
渉
に
取
り
組

み
、
組
織
拡
大
を
進
め
て

い
き
た
い
。
今
年
度
栄
養

職
員
部
が
新
設
さ
れ
て
、

一
月
末
に
設
立
集
会
が
開

催
さ
れ
る
。
二
月
二
十
五

日
は
教
育
の
つ
ど
い
を
実

施
す
る
予
定
。

（
自
治
労
連
）
一
月
二
十

一
日
に
中
央
委
員
会
を
開

催
し
、
春
闘
要
求
書
を
確

定
し
、
統
一
要
求
書
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
低
賃
金
が
911
円
に
な
っ

て
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
時
給
が
最
低
賃
金
を
下

回
っ
て
い
る
事
例
が
出
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
制
度
が

導
入
さ
れ
て
３
年
目
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
任
用
の

切
り
替
え
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
結
城
市
職
で
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
方

に
手
紙
を
書
い
て
も
ら
っ

て
、
交
渉
の
中
で
手
紙
を

読
み
上
げ
て
機
械
的
な
雇

い
止
め
を
し
な
い
こ
と
を

要
求
し
、
簡
易
な
更
新
に

す
る
こ
と
を
確
約
さ
せ
た
。

こ
の
間
、
い
ば
ら
き
コ
ー

プ
労
組
・
医
労
連
と
執
行

委
員
会
の
交
流
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
っ
た
。
執
行
委

員
会
で
は
、
会
議
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
っ

て
、
円
滑
な
会
議
に
す
る

こ
と
で
執
行
委
員
会
の
参

加
も
増
え
て
い
る
。

（
茨
城
国
公
）
本
日
の
議

案
書
の
情
勢
で
、
大
軍
拡
・

大
増
税
が
触
れ
ら
れ
て
い

た
が
、
今
朝
の
赤
旗
で
科

学
・
技
術
職
の
司
令
塔
で

あ
る
政
府
の
「
総
合
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
」
の
事
務
局
に
防
衛

省
の
職
員
が
出
向
し
て
い

る
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

昨
年
十
二
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」
で
は
、
「
官
民

の
先
端
技
術
研
究
の
成
果

の
防
衛
装
備
品
の
研
究
開

発
へ
の
積
極
的
な
活
用
、

新
た
な
防
衛
装
備
品
の
研

究
開
発
の
た
め
の
態
勢
の

強
化
な
ど
を
進
め
る
」
と

し
、
科
学
・
技
術
の
軍
事

動
員
の
仕
組
み
づ
く
り
や

研
究
者
の
囲
い
込
み
、
軍

事
研
究
推
進
の
予
算
配
分

等
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
大
軍
拡
を
こ
う
し
た

点
か
ら
も
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
全
く
別
の

話
だ
が
、
私
の
二
人
の
息

子
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
介
護
職
で
働

い
て
い
る
。
長
男
の
基
本

給
は
は
約
20
万
円
で
、
次

男
の
年
末
の
ボ
ー
ナ
ス
は

約
55
万
円
だ
っ
た
。
ボ
ー

ナ
ス
は
そ
れ
な
り
の
金
額

か
と
思
っ
て
よ
く
見
る
と

35
万
円
は
処
遇
改
善
手
当

で
そ
れ
が
な
い
と
20
万
円

弱
だ
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
賃
金
が
低
す

ぎ
る
、
こ
れ
は
大
き
な
問

題
で
、
改
善
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
電
機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
）

日
立
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

日
立
製
作
所
は
、
も
の
づ

く
り
か
ら
撤
退
し
、
自
社

を
売
却
し
て
も
う
け
を
あ

げ
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
に
移

行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ブ
型
な
の
で
仕
事
が

な
く
な
る
と
雇
用
が
守
ら

れ
な
い
。

連
合
組
合
は
「
自
分
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
雇
用
を

守
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

労
働
組
合
と
し
て
ど
う
な

の
か
と
思
う
。

私
は
、
広
範
な
労
働
者

と
連
帯
で
き
る
よ
う
に
組

合
に
二
重
加
盟
し
て
、
電

機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合

活
動
を
続
け
て
い
る
。

（
私
教
連
）
明
秀
日
立
学

園
高
校
で
は
、
九
月
に
理

事
長
が
経
営
危
機
を
理
由

に
七
名
の
常
勤
講
師
の
雇

い
止
め
を
宣
告
し
た
。
明

秀
日
立
分
会
は
私
教
連
と

一
緒
に
な
っ
て
二
回
団
体

交
渉
を
行
っ
た
。

交
渉
に
あ
た
っ
て
明
秀

日
立
の
財
政
分
析
を
行
い
、

財
政
的
に
危
機
で
は
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

交
渉
の
結
果
、
理
事
会

側
の
全
て
の
提
案
を
撤
回

さ
せ
、
理
事
長
が
辞
任
し

た
。
前
理
事
長
が
理
事
長

に
再
任
さ
れ
た
が
、
「
七

名
の
先
生
方
は
素
晴
ら
し

い
先
生
で
学
園
に
貢
献
し

て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い

う
回
答
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

交
渉
で
は
、
期
待
権
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
常
勤

講
師
の
先
生
方
は
正
式
採

用
す
る
か
ら
県
立
高
校
を

受
験
し
な
い
で
欲
し
い
と

言
わ
れ
仕
事
を
続
け
た
が
、

雇
い
止
め
は
期
待
権
を
裏

切
る
も
の
で
許
さ
れ
な
い

こ
と
が
強
く
主
張
さ
れ
た
。

（
土
浦
労
連
）
今
年
は
、

マ
ス
コ
ミ
、
政
治
家
、
経

営
者
、
労
働
組
合
か
ら
も

賃
上
げ
の
大
合
唱
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方

で
賃
上
げ
の
流
れ
に
自
分

は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

る
労
働
者
も
多
い
。

最
近
の
労
働
相
談
で
、

電
気
通
信
の
仕
事
を
6
人

の
職
場
で
三
年
働
い
て
い

る
50
代
の
男
性
が
い
た
。

こ
れ
ま
で
は
450
万
の
収
入

が
あ
っ
た
が
、
今
年
に
な
っ

て
二
人
新
し
い
社
員
が
入
っ

て
、
給
料
は
150
万
円
減
っ

て
300
万
円
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
だ
。

よ
く
調
べ
る
と
基
本
給

が
15
万
円
で
諸
手
当
が
5

万
円
だ
っ
た
が
、
二
人
増

え
た
こ
と
で
残
業
が
減
り
、

給
料
の
30
～
40
％
が
残
業

代
だ
っ
た
た
め
、
残
業
代

が
な
く
な
っ
て
給
料
が
300

万
円
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

問
題
な
の
は
基
本
給
が
引

き
す
ぎ
る
こ
と
だ
が
、
こ

れ
は
働
い
て
い
る
労
働
者

が
社
長
に
向
か
っ
て
大
幅

賃
上
げ
を
求
め
て
い
か
な

い
と
解
決
で
き
な
い
。

全
労
連
作
成
の
新
し
い

変
え
る
リ
ー
フ
が
届
い
て

い
る
が
、
地
域
で
リ
ー
フ

を
配
布
し
て
組
合
加
入
を

訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
運
動
が
国
民
春

闘
な
の
だ
と
思
う
。

（
JMITU
）
組
合
員
全
員
が
参

加
で
き
る
労
働
組
合
が
大

切
な
こ
と
だ
。
組
合
で
は
、

今
年
の
春
闘
で
は
「
家
族

ぐ
る
み
」
「
地
域
ぐ
る
み
」

の
「
ぐ
る
み
春
闘
」
を
目

指
し
て
い
る
。
労
働
者
だ

け
で
た
た
か
う
の
で
は
な

く
、
家
族
を
巻
き
込
ん
だ

春
闘
に
し
た
い
。

結
城
の
オ
リ
ジ
ン
支
部

で
は
、
工
場
を
閉
鎖
し
て

埼
玉
に
集
約
す
る
と
い
う

話
が
出
て
い
る
。
今
後
は
、

交
渉
も
含
め
、
各
組
織
・

茨
城
労
連
か
ら
も
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
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2023春闘闘争宣言

長引くコロナ禍やロシアによるウクライナ侵略戦争、燃料費高

や異常な円安と急激な物価高が続き、県民の生活は困難を極めて

います。ところが、岸田政権は、国民の生活の苦難には目もくれ

ず、国民の声を聞かずに、大軍拡・大増税の道を踏み出しました。

昨年12月16日に閣議決定された安保関連3文書では、敵基地攻撃能

力の保有と軍事費の2倍化が明記されました。

茨城県の最低賃金は昨年10月から911円に上がりましたが、これ

では私たちの要求する生計費としての賃金とはほど遠く、更なる

引き上げを求めていかなくてはなりません。最低賃金の引き上げ

には、政府による中小企業支援が不可欠であるにもかかわらず、

岸田政権は税や社会保険の事業主負担の軽減などの中小企業の支

援には全く触れず、財界などには「賃上げ」を言うものの、最低

賃金や初任給の引き上げを口にすることはありません。

軍事費の2倍化は、結果的に国民に負担を強いるもので、増税や

社会保障の切り下げ・国民負担の増額が狙われることになります。

また、敵基地攻撃能力の保有は国の平和を守ることにはならず、

戦争の危機を高めるだけです。軍事費の増額や軍備の増強を狙う

政治家は、「敵に攻められてきたらどうするか」と問いかけてき

ますが、敵に攻められないための政策や平和外交を進めるのが政

治家の本来の仕事であり、政治の責任です。

今春闘では、物価上昇に伴う賃金引き上げが各単産でも議論さ

れているところですが、「大軍拡・大増税ではなく国民生活をま

もれ」の声をあげていくとともに、足元で起こっている労働組合

の組織拡大強化、最低賃金、不当解雇・パワハラ、原発再稼働、

産業廃棄物処分場、年金引き下げ、憲法改悪などの問題に対峙し

ていくことが必須となっています。

茨城労連では、こうした情勢を踏まえつつ、組織拡大強化を最

重点課題にしていきたいと考えます。1990年2月に発足した当時の

組合員数は、2022年7月には半数まで減少しています。組織の危機

的状況をみんなの共通認識にして、組合員同士が自分の現状や課

題を出し合い、要求実現のために組合として何ができるか・何を

すべきかについて知恵を出し合い、組織拡大と要求実現の取り組

みを強化する必要があります。

そして、職場・地域に見える組合活動、ジェンダー平等社会、

8時間働けば人間らしく暮らせる社会の実現、茨城共同運動の発展、

防衛費の増強ではなく国民生活の充実をみんなで求め、今春闘を

闘うことをここに宣言します。

2023年１月14日

茨城労連第70回評議員会


